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地区の概要と取り組むべき課題01

【訪問を通して感じた町の魅力】

・桃やりんご、蕎⻨、米などの素材そのもののクオリテ

ィーの高い特産品が多く、自然豊かな町。

・地区の人たち同士のつながりが強く、支え合っている

町の温かさ。

会津坂下町 洲走地区

・魅力の発信力や発信場所がないこと
・認知度が低いこと
・若い力が少ないこと

課題



今年度の活動02

◎顔合わせ 今年度の活動内容話し合い

日時: 8/8

◎収穫祭in道の駅あいづ 新そば祭り2024

日時:11/2,3

場所:道の駅あいづ

◎お疲れ様会

日時: 1/9,10

会津坂下町洲走地区訪問

◎アクアイグニスのマルシェでの販売委託の検討

◎ブランチ仙台で来年以降も持続的に販売会をするた

めの話し合い

◎ブランド「古今東北」とのコラボの検討

◎大学食堂や食品栄養学科とのコラボの検討

来年度に繋げる活動



り

今年度の活動内容03

12/1 りんご試食・販売会 inアクアイグニス仙台

・りんご紹介動画放映

・会津坂下町の紹介コーナー

〇販売結果

・りんご234個

・リンゴジュース11本

完売

完売

1時間もかからずに完売

・りんご試食



今年度の活動内容03

12/14 りんご試食・販売会 inブランチ仙台

・りんご試食

・りんご紹介動画の放映

・会津坂下町の紹介コーナー

・イベントアンケートの実施

・りんご 401個 完売

・詰め放題141セット 完売

・ジュース 20本 完売

・ジャム 20本 完売

〇販売結果

○広報活動

・町内会の回覧板 800部配布

・ブランチ仙台内 ・宮城学院女子大学内ポスター掲示

・ まちスポ仙台 ホームページ掲載



まとめ03

反省点

活動目的 「去年に引き続き会津坂下町の名産物「りんご」を仙台を拠点に販売し認知度向上を図る」

• 結果 ：りんご1時間程で即完売

参加者から「次回も開催してほしい」 「りんごを箱で買いたい」などの嬉しい声やお問い合わせ

• 参加者分析

→ 3割がリピーター、7割が新規参加者

◎ 顧客満足度の高さ→前回のイベントが参加者にとって満足度が高かった

◎地域の認知度向上→地域のブランドや特産品に対する興味・関心が根付いてきた証

感想・考察

• 販売商品の不足と対応

→販売個数や商品数の変更により、全てのお客様が満足できるご提供が出来なかった

イベントの際に、購入個数制限等の対応を臨機応変に取ることが出来なかったこと



今後に向けて04

来年以降の活動

• 今年度で宮原ゼミ自体の解体のため来年度の活動予定なし

そのため来年度以降地区が自走できるよう「来年度に繋げる活動」を実施した

→

・地区の方や会津坂下町役場の方への負担が大きい

・りんごや桃を売り出す時期は収穫時期と重なり、地区の方が販売会に出向くことが難しい点

・アクアイグニスのマルシェや学校とコラボなどは送料などの問題で費用がかかり折り合いがつかない

以下の理由のため断念



このプレゼンテーションのご視聴ありがとうございました。

皆様のお時間を割いていただき、心から感謝申し上げます。

2年間 洲走地区の皆さん・会津坂下町役場の皆さんお世話になりました！

ご静聴ありがとうございました！


